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赤 松 保 之 (阪大医学部)
わが国において,性病,殊に梅毒は病理解剖学の立
場ではあまり重要視されないようである｡これは,わ
が国においてほ梅毒が死因となるようなことが少なか
ったからである｡つまりわが国においてほ進歩 した医
学,医療設備があり,また一般的な衛生,医学知識の
普及により,梅毒がよくコントロールされていたため
と考えられる｡この事は反面,病理学者の性病,梅毒
に対する積極的な研究意欲をおこさせなかったことで
もあろう｡
この機会に,日本での性病,殊に病理解剖例におけ
る比重について,大阪大学医学部病理学教室の解剖例
の記録の調査を試みた｡売春禁止令施行時(昭和30年)
と,昭和38年度について比較してみると,昭和30年で
は解剖総体数 130例,ワッセルマン反応 (以下り反応
と略す)の成績の記載されたもの69例 (53.1%), そ
のうちり反応陽性だったのは5例 (7.8%)であった｡
昭和38年では総解剖体数389例中,り反応の記載され
ているのは157例 (40.4%)で,そのうち7例(4.5%)
が陽性であった｡この成績から,ワ反応陽性率は低下
しているようにみえる｡
り反応陽性例の病理解剖所見を調べてみると,昭和
30年の5例は,悪性置場の2例,亜急性肝萎縮,脳出
血,精神病 (分裂症)の各 1例であった｡みられた梅
毒性病変は2例で,中等度ないし軽度の大動脈中膜炎
にすぎず,副病変として扱われているOこれに比して
昭和38年度にみられた7例の陽性例では,悪性腫疫が
2例,未熟児,亜急性肝萎縮症,肥満症が各 1例,こ
れに加えて2例の梅毒性胸部大動脈癖があった｡悪性
腫癌の1例にも胸部大動脈膚がみとめられている｡即
ちワ反応の陽性頻度は高くなってはいないが,質的に
は重篤な病変がみとめられるようになってきたといえ
る｡これは各個例における梅毒対策,殊に不完全な治
療の結果ではなかろうかと考えさせられる｡これらの
認められた病変,および,最近経験した梅毒性病変に
ついて,スライ ドによる供覧をしたいと思う｡
-143- 779
